[image: image1.emf][image: image2.wmf]（１）1951年12月7日第３種郵便物認可　　　　　　　　　社会新報鳥取県版　　　　　　　　　2011年2月19日（土）号外












米村正一のあゆみ


現職　  中国電力社員


　 鳥取市古海に生まれる


1979年 　部落解放運動に参画。部落解放同盟鳥取市協議会執行委員（現職）


　 中国電力入社


　 電産中国地本書記長（～1998年）


2010年　 JA鳥取いなば農事組合古海南区代表


2010年　 社民党鳥取県連合　副幹事長














３，医療・介護・年金


　月5万円で暮らさざるを得ない年金生活者、消費税が上がれば生きていけない現状。高齢医者いじめの後期高齢者医療制度は廃止し、国の責任を明確にすることが重要です。国政と連携して、医療・介護・年金の充実・拡充に取り組みます。


４，食を守る


「農業県鳥取」なのに後継ぎがいません。農林業漁業で食べていける生活保障と地位の向上、若者に魅力ある農林業漁業政策を発信します。





５，平和憲法を守り生かす


戦争の臭いがしていませんか？地域から平和の声を上げるための力になります。











米村正一（よねむらしょういち）の５つの決意





社民党鳥取県連合は、2月13日（日）、さざんか会館において、米村正一を励ます会を開催した。


集会で挨拶に立った社民党鳥取県連合代表　知久馬二三子は、現政権への国民の不安、弱者にダメージの大きい消費税引き上げ問題を強調した。


その後、福島みずほ党首は、①貧困と格差の拡大の問題、②地域の医療問題、③消費税引き上げ問題、④沖縄基地問題を中心に話した。特に強調したのは消費税と法人税の問題。企業は戻し税もあり様々な優遇措置がされている。法人税を下げても企業の4割は貯金するというアンケートもあり、法人税を下げる意味がない。一方、消費税が上がれば、低所得の人には大打撃となる。国民の「暮らしといのち」に影響するため消費税引き上げには断固反対すると訴えた。





励ます会での米村さんと福島みずほ党首








1，貧困と格差の解消


時間給1000円でも2000時間働いてやっと年収が200万円。これは生活保護世帯基準です。働く場の拡大と労働条件の向上に全力を尽くします。





２，人権と教育


人権侵害された人が救済される法律がありません。人権侵害されたときの救済法が必要です。また、教育では、子どもたちの個別状況に応じた教育が十分に受けられていますか？子どもを安易に選別していませんか？教育予算の増額をはじめ、教育県鳥取を充実させます。














生きがいのある暮らしと地域づくり　人にやさしく　暮らしに生きる県政を











